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人数（人） ～４０人 時間 １～２時間

対象 幼児～ 時期 通年

場所

指導形態

安全管理

施設から貸出

団体で準備

確認事項

自然の遊びゲーム
概　要

サン・レイク敷地内の自然を感じながら、自然に関する知識や感覚を
楽しく学ぶ。

画　像

内容 敷地内

　　　　自主活動　　　　・　　　　事前の説明のみ　　　・　　　　直接指導

　引率者と担当職員による監視

・緊急時は引率者や職員に連絡をする。

※無線は他団体の活動と併用することも
あるので、緊急連絡のみ使用する。

・指定された活動範囲や動線を守る。走
らない。
・斜面を駆け上がったり、駆け降りたりし
ない。

ねらい
○ 季節の移ろいや身の回りの動植物に関心をもち、五感を通して自然に関わることができる。
○ 自然環境や動植物への関心を高める。

準　備

・アクティビティ毎の必要な道具（バインダー、筆記用具など）
・無線（活動内容に応じて必要であれば、引率者に貸出）

・活動しやすい服装、運動靴、タオル、帽子、水筒（飲み物）
・（必要であれば）軍手、虫除け、防寒着

アクティビティ（ゲーム）の組み合わせを選択する。

展
　
開

１．集合、出発準備
　　・手荷物の確認、（必要があれば）準備体操を行う。
　　・トイレの確認をして出発する。

２．アクティビティ
＜主な内容＞※グループもしくは単独で実施
　　・探し物をする
　　・５感を使って観察する
　　・自然環境や生き物に関するクイズ

＜実施場所＞
　　・指定された活動エリア内（定点）で実施
　　・コースを歩きながら実施

３．活動全体のふりかえり
　　・活動中に感じた事を発表する。
　　・歩いたコース内の自然、見つけたもの
　　　（いろ、かたち、聴こえた音、感触、温度、雰囲気　など）
　　・途中での会話　等

○活動終了後
　サン・レイク事務室へ物品返却をする。

○足元に注意して進む。
・前日までの雨の状況により、ぬかるんで
いたり、滑りやすかったりする場所があ
る。

・斜面は落ち葉やぬかるみ、小枝や石な
どで、滑りやすかったり、つまづきやすい
ので注意する（特に、雨の翌日などは滑
りやすいので要注意）。

　
＜引率者＞
・一緒に歩きながら安全を確認する。
・アクティビティ中、参加者は探し物など
周囲への注意が散漫になりやすいので、

＜その他＞

内　　容 留意事項

活
動
前

職員との打ち合わせ（出発前）
・アクティビティの選択、無線の使用方法
・班編成をしておく
・実施場所の下見（監視体制など引率者と確認）

＜荒天時＞
実施場所や参加者の状況等を考慮し、
相談の上、団体が実施の判断をする。

活
動
の
説
明

コース概要、注意事項等の説明
※出発前にトイレを済ませておく。

・ハチやヘビなどの危険生物に注意。

（近づかない、攻撃しない、大声を出さない等）

・道路を歩く場合は車の通行に注意。交通ルールを守って

右側（または歩道）を1列（または2列）で通行する。

・かぶれやすい植物に注意。

・植物などむやみに採取しない。

・斜面は走らない、足元や周辺の状況に注意して歩く。

アクティビティの活動エリア


